
参考1 都道府県連携拠点医療機関-指定要件

※都道府県連携拠点医療機関に望まれる機能

都道府県連携拠点として望まれる機能

① クロザピンによる治療が可能

② 修正電気けいれん療法（mECT）が可能

① 認知症専門医を養成する研修が可能（府全体の研修機能がある）

②
高度な診断機能
（認知症疾患医療センターで通常できる鑑別診断より高度な検査や診断が自院内で可能）

児童思春期の精神科入院機能

修正電気けいれん療法（mECT）が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及が可能

重症例に対応（てんかん重積発作に対応等）が可能
（呼吸管理の元での治療が可能）

重篤な身体状態の悪化にも対応可能（BMI15未満に対応可能）・入院治療が可能

DPATとしての役割を持ち、府と連携しての活動が可能

人材育成が可能（府全体の研修機能がある）

院内の精神科医と産婦人科医が連携しての支援が可能
市町村や保健所等との連携が可能

参考2 地域連携拠点医療機関-指定要件

※地域連携拠点医療機関に望まれる機能

地域連携拠点として望まれる機能

相談機能があり、地域の福祉関係機関等と連携して支援ができる

認知症疾患医療センターあるいは、専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状の急
性期対応等認知症疾患センターと同等の機能がある

児童思春期を専門とする医師が診察
確定診断が可能

うつ病に特化したプログラム（認知行動療法、リワークプログラム）を実施

専門的治療（持続エクスポージャー療法、EMDR等）が可能

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門的治療が可能

① 国基準診断

② 診断書作成

③ リハビリ対応

④ 精神症状対応可能（入院）

⑤ 精神症状対応可能（通院）

身体状況悪化に対応
身体科と連携しての診療可能

府と連携して被災した精神科医療機関へ支援を行うことが可能

確定診断、疾病教育が可能

地域の産婦人科機関と連携しての診療が可能
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